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上のような順序の発想で嫡集部では基新に残 っていた ｢物性 デル-70事務局
報 ｣(′56年 4月～ ′60年 1月)や ｢物性研だより｣(′61年 占月～現




§1. 物性 グループの結成 と共同利用研究所
物性 ブ/レープは 54年 10月東工大における物理学会年会の瞭結成された ｡
結成当初は春秋の年会 ･分科会毎に グループ懇談会が開かれ,事務局報 も5 6


















立案 して物研連で物理学全般の立場から審議 し∴物理学者全体の声 として学術
会議総会㌢こ反映 して政府への勧告 とい う形になった｡そこで,物性論の共同利




｢物研連委員の物性論関係者 とこれに同委員会が選ぶ若干名を加える ｣とい う
原案について,24のサブグループからのアングー ト回答があ り,｢作るから
には核特香 と同じ Offj_cialなもo)にせ よ｣とい う意見及び原案密戊が多数









華海道東北 1,関東 2,中部 1,近観 2,中国四虚九州1で,各地方区毎に定
員数の連記とい う方法で行なわれ,投喪総数 595であった｡
このように して 56年 1月 ｢物性研究を促進する方策を審議立案 ｣し｢物研
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2･ 研究員についでは全国的な交流をほか るために適当を制度 を設ける (助
教授に原則 として7年の任期をつけるとい う案 も物小委で出されている)
5.~研究所の施設を広 く利博させるために,定員外に非常勤研究員を置 く｡
4. 運営に関しては全屋の研究者の総意.を乾映 させ るために適当な機関を設
け～る ｡
5. 工業技術界 との連絡 を密ならしめるために適当な連絡機関を設ける｡










§5.物性 グ/レープの組織化 一 代議員制度




この憩談会で具体案を依頼された広地 ･小出 ･′J､幡･5氏の ｢物性論グルー プ
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組織化案 ｣が 56年 8月の事務局報にの り,アンケー トが とられた｡この案に
よると,物性 グループは物性物埋学の研究に従事するものならげ,本人の申込
みに より誰で も加入で き∴Tournal,Pr･cgress物性論研究等に物性論に関
する論文を発表したことがあるが,物理学会U)年会 ･分科会における物性部門





この代議員制度は, 5 0人から50人 となり,現在は 1 00人宴盛会 (前回








1. 共同利用 とい うことが大学の 自治と抵触し,研究者の自主性 を損 うこと
がないか｡
2. 物性物理 とい う′時の物理の範姐は どこまでか｡
5. もし理工研の講座を出す顔合,人はどうなるか｡
が問題 となった｡また化学等隣避科学に不可 分につながるとい う配慮から,初
期の仮称,物性物理学研究所 をとらず,物性研究所となった｡
57年 2月.50人委員が 50人委員に改組 ･改濁 され,その互選により選出








そ して 57年 4月物性研迂 ｢物性物理学の綜合的且つ系統的な研究を行ない,
それによてわが国の学問の水準を高め,工業技術の発展に貢献すること｣を目
的に ｢物性物理学の基礎的研究を速やかに世界一虎の水準に もちあげる｣ため
に ｢高度の綜合性をもって行な うE,Zl足る充分な近代設備を準えた ｣中央的研究
機関たる共同利用研究所 として発足 し,旧理工研から4部門を移管した 20部
門よりなり,60年 4月には物性研教授会ができて現体制が勢 ったO
この間の事情について958年 1月の グJv/-プ事務局報 46号 に名古屋地区
グループから｢物性グループの歩みを蔽みて ｣との投稿があ り,｢物性研が グ
ループの共有財産 として考えられな くな り,今や東大ol物性研であ り, グノレー
プは これに対して ｢外から,要望を述べ う各にすぎな くなった ｣と指摘 してお
り,種々の反響を呼んだOまたこの投稿では,｢グ/Jv-プは常に物性研の事態
fp･TL数ヶ月遅れてお り,グループの意見が漸 くまとまった頃には,既にその意見
とは違 った方向の既成事実が出来ていてどうにもならなか った ｣とい う批判 を
しているO
§5, 終 り に
以上は主観 を穣力排 して.史料に忠寒であることに努めて牽いたO
古証文を楯に因縁をつけてもしよ うがないが,現存する物性研や物小委,~百
人賓,物性 グループ等olあ り方は｡学術会務が物性研設立 を勧告した後は残骸ト
で しかないとい う感がある｡
物性研究者の数が膨大にな り,その分野 も拡大且つ細分化し,全貌を摘むの
が国難であ り,社会J)中での科学9 時に技術 と紙一重の物性物理学の置かれて
いる位置 も著 しく変ってきたこともあり,現在における ブループの あるべき姿
は判 らない｡
しかし歴 史を通 じていえることの一つは,か りに研究者の声を理想的に学術
会議に反映で きた としても精々勧告であ り,その後には官僚機構の中で歪め ら
れながら実現 されるとい う限界である｡もう一点は,従来からある閉じた形の
自治 と,開かれた共同利用 とい う考えの争いである｡つま り,一方に共同利用
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研 を望む物性 グ/レー プがあ り,他方に教授会自治 とい うような意味での東大 と
い う一つの大学の自治があ り,物性研はその間の当時の力関係で規定されたが,
大学 自治のあり方が問われる現在,再検討 さるべ き点であろう｡
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